
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●近隣の高等学校から、体力向上教室、クラブ活動、書き初めの指導

に生徒を招き、児童と交流しながら実技指導を行っている。 

●年間を通じた定期的な交流活動は６年生児童を中心に行っている

が、クラブ活動や書初め指導では、中学年以上の児童とも交流して

いる。 
 

●校区に所在する高等学校と交流することで、児童は地域の高等学

校へ親しみを持つようになっている。 

●直接指導してもらったり、高い技能を示してもらったりすること

により、児童は生徒に憧れを抱き、高い目標を持つことができる

ようになっている。 

 

 

●高校生のみなさんが教えてくれる速く走るためのコツや、体力を高

める運動は、自分にとってとても参考になっている。 

●書き初めの選手に選ばれて、金賞を取ることが目標なので、優しく

ていねいに教えてもらえて、とてもはげみになっている。自分が高

校生になった時も、きれいな字が書けるようになりたい。 

 

 
 

異校種間交流体験 

第６学年 


